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２００７年８月２８日、靖国イヤです訴訟

の第五回目の口頭弁論が大阪地裁で行なわれ

ました。

、これまでの裁判ではいつも傍聴人に対して

荷物の預かりと身体検査とが行われてきまし

た。筆記用具や貴重品を除いたすべての手荷

物を預けさせられ、空港などで見かける金属

探知器のゲートをくぐらされ、最後に男女別

の検査官によって、危険物を隠し持っていな

いか身体を触られるのです。この最後の関門

で、筆箱の中身まで見せるように言われたこ

ともありました。

ところが今回の裁判では、なぜかこうした

身体検査がまったくありませんでした。もし

かして、閣僚候補の「身体検査」に駆り出さ

れて人員不足だったのでしょうか？ 冗談は

さておき、煩雑な手続にいらいらさせられる

こともなく、スムーズに入廷できた傍聴人ら

の雰囲気はいつもより穏やかなものでした。

今回の裁判は、正直言って、かなりわかり

にくいものでした。というのも、法廷で述べ

られたのは、前回、書面で提出された被告＝

国の主張 「国家無答責」に対する原告の反、

論だけで、あとは書類のやり取りなどの実務

。的な打ち合わせで終わってしまったからです

「国家無答責」とは何のことなのか。特に

初めてこの裁判を傍聴された方にとっては、

何が問題になっているのか非常にわかりにく

かったのではないかと思われます。

「国家無答責」とは、平たく言えば“国家

無責任 、つまり、国家はその統治行為につ”

いて、他者に被害を与えたとしても、その損

害を賠償する責任はないという考え方です。

こんな考え方が、明治憲法下では、天皇絶対

主義の考え方に基づいて成り立っていたので

す。もちろん現在は、こんな考え方は許され

ませんし、現憲法に国家賠償の規定があり、

それに基づいて国家賠償法が存在する以上、

法的にも通用しません。

しかし、それが“国家無責任”の時代のこ

とであれば、それがどれだけの被害をもたら

したとしても賠償に応じる責任はないという

わけなのです。こんな見地を現在の裁判で恥

ずかしげもなく主張することが、アナクロニ

ズムそのものです。

しかし 「国家無答責」に反対する理論を、

作り上げることは非常に重要なことです。戦

時補償をめぐる他の多くの裁判で、国はこの

「国家無答責」を持ち出して責任を逃れよう

としているのですから。

国がこの裁判で「国家無答責」をもちだす

のは、原告の一人西山誠一さんのお父さんが

戦死して合祀されたのが、戦時中のことだか

らなのです。また、もはや損害賠償を提起で

きる２０年の除籍期間を過ぎているとも主張

してきました。

戦時中の合祀にまつわる「国家無答責」お

よび「２０年の除籍期間」の二つの問題に対

して、原告側はどのような反論を行ったので

しょうか。

まずは 「国家無答責」についてですが、、

実のところ、これは、明治憲法下においても

法律として明確に定められていたわけではあ
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りませんでした。民法典を起草する過程にお

いては、官吏の違法行為については国が使用

者としての責任を負うのが原則であり、その

責任を負わないようにするためには特別の法

律が必要だと認識されていました。しかし、

そういう法律は作られることはありませんで

した。それなのに「国家無答責」という考え

方がまるで「法理」であるかのようにまかり

通っていたのは 「神聖不可侵」である天皇、

は絶対に悪も過ちも犯さないという神話に依

拠した「政策」のせいでした。そこには近代

憲法に不可欠な人民の権利という考え方は全

くありませんでした。

明治憲法において裁判を受ける権利は保障

されていましたが、このような不条理で不合

理な「政策」のせいで、事実上、国家を相手

取った裁判の道は閉ざされていました。しか

し 「国家無答責」はあくまで「政策」に過、

ぎないのであって、現行の国家賠償法が成立

する以前の事例について、従うべき「法律」

でも「法理」でもありません。過去のことで

あってもこんな考え方に縛られるいわれはな

いのです。

不法行為が行われて損害が生じても、２０

年が経過すれば、その損害の賠償を請求する

権利は消滅するという規定があります。この

２０年は「除籍期間」であると考えられてい

ます 「時効」と似ていますが 「時効」は、。 、

様々な手続きをとることでその進行を中断さ

せることができるのに対し 「除籍期間」は、、

中断させることはできないとされています。

とにかく２０年が経過すれば、訴えることは

できなくなるのです。

国は、西山誠一さんの事例は戦時中のこと

なので、すでに除斥期間が経過しているとも

主張してきました。しかしながら、国の主張

は、不法行為の「除籍期間」や「時効」がい

つから始まるのかについて根本的に間違って

います。それは合祀を始めた時ではありませ

ん。合祀は原告の意志に反して今も続けられ

ています。原告の方々が訴えているのは、現

。に合祀され続けていることに対してなのです

このような「継続的不法行為」については、

「除籍期間」や「時効」が開始するのは、そ

れが終わった時、すなわち合祀を取りやめた

時なのです。したがって、今も合祀が継続し

、 「 」ている以上 原告の誰にとっても 除籍期間

や「時効」はまったく問題になりません。

今回の裁判では、西山誠一さんの問題が焦

点となりました。この裁判の中では、西山誠

一さんの親族だけが戦時中の合祀で、他の方

々の場合は戦後の合祀です。いわばひとりだ

け条件が違うわけですが、すべての原告が同

じ条件にあるよりも、そうでない方が断然い

いように思います。

この裁判では戦時中の合祀は１件だけです

が、実際そういう例は多々あります。どんな

形で合祀されても、遺族は異議を唱えること

ができるのだと言えるように理論を構築して

いくことで、この裁判はまた大きな一歩を踏

。み出すことができたのではないかと思います

戦後の合祀に関しては、政教分離を定めた

現憲法の下にもかかわらず、国と靖国神社が

一体となって合祀が進められた具体的な新し

い証拠が発見され、分析・解明されつつあり

ます。これも裁判を進める上で大きな武器と

なることでしょう。

さらに、この裁判の原告として新たに大阪

の元教員松岡勲さんが加わりました。今後の

裁判の中で松岡さんの陳述も予定されていま

す。原告が多彩になればなるほど、靖国神社

の問題点が様々な角度からあぶり出されてく

ることでしょう。

新証拠の解明と新しい原告の参加でますま

す面白くなる「靖国合祀イヤです訴訟 。ず」

っと傍聴してこられた方も、今回初めて傍聴

された方も、まだ傍聴したことのない方も、

保子）ぜひ次回の傍聴に参加しましょう！

（吉岡奈保子）保子）

次回第６回弁論予定
１０月１６日（火）午前１１時開廷
傍聴抽選：午前１０時までに大阪地裁正面玄関前集合

内容：追加提訴の原告本人による弁論

山口自衛官合祀拒否最高裁判決批判

弁論かみ砕き・学習集会
１０月１６日 午後１時～裁判後
場 所 中之島中央公会堂地下大会議室

会場カンパ ￥５００，
★ミニ講演：合祀拒否訴訟＝山場を迎えて

今までとこれからの展開
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8/6、松岡さん追加提訴

この日の裁判では、さる８月 日同大阪地6
裁に追加提訴した松岡さんの案件も進行中の

裁判と併合審理することが決定しました。以

後は１０名の原告で闘いが進められます。以

行」と陳述書です。下、松岡さんの「靖国

次回裁判( )では松岡原告本人による訴10/16
。状の原告被害部分の陳述が予定されています

多数の傍聴を！

合祀取り消しの申し入れに

靖国神社へ行ってきました。

松岡 勲

８月２２日の午後、横浜での独立組合の全

国学校労働者交流集会が終わった後、靖国神

社に合祀取り消しの申し入れに行ってきまし

た。

１時半に大鳥居前で付き添いいただいた田

中伸尚さんと待ち合わせたときは、もう最高

の暑さで、気分はなえていて、完全に靖国神

社への「ひやかし気分」になっていました。

合祀取り消し訴訟の提訴情報がすでに靖国

神社に入っている可能性があると弁護団事務

局に聞いていましたので、靖国神社側がきち

んと応答しないかもしれないと思っていまし

た。しかし、提訴の情報が入っていなかった

のか、全然そんな感じがありませんでした。

３０分程度の応接でした。

３０代中頃の神官服を着た調査課の高橋氏

が出てきたときには 「うちの息子と同年代、

かもしれないな」と思いました。彼が「今と

時代がちがいますので （個人情報の保護、」

宗教法人としての靖国神社のこと等）としき

りと繰り返していましたが 「しかし、合祀、

は１９５７年（昭和３２年）ですから、戦後

ですよ」とこちらが言っても、マニュアル通

りに「今とちがいますから」一辺倒だったの

は、内心笑ってしまいました。あとで、田中

さんが「今後、自衛隊の海外派兵で戦死者が

出たとき、どうするのか突っ込みたかった」

と言っておられたが、やはり緊張していたの

でしょう、そこまでは頭がまわりませんでし

た。高橋氏の「合祀取り消しはできない」と

、 。いう拒否の回答を聞き 事務所を辞しました

集会報告
午後エル大阪でひらか

れた学習会は多くの人が

集まり、席の確保に苦労

するほどでした。

あ っ と い う 間 に 終 わ

り？？という感じだった午前中の法廷で

の弁論について、井上弁護士のよく分る

説明があり、今回は、原告側が、国の主

張する「国家無答責・除斥期間」をあざ

やかに論破したのだと分り、おくればせ

に歓喜をあじわいました。

加島弁護士は、新資料の一部、１９５

０～７０年代の国会議事録をもとに、国

と靖国神社の共謀関係を明らかにされま

した が去ったあと 手を携えて 英。 、 「GHQ
霊合祀」に取り組む厚生援護局と靖国神

社。多額の経費を公金支出していること

が分ります。政教分離規定をいかにうま

くごまかし、ことを運ぶかの相談が国会

で堂々と行われていたことが分り、驚き

と怒りを覚えました。

、新しい原告松岡さんも自己紹介をされ

提訴により悩みがふっきれて嬉しい、前

進、勝訴あるのみ、と決意を語られまし

た。そのあと原告の方がそれぞれに、個

性的に心境を語って下さいました。法廷

で明らかにされていく原告側論理の正し

さに力を得、希望がわいたという方、裁

判という手段をハンマーとして、ヤスク

ニの壁を打ち壊したいという方、等々、

原告の方々の御苦労と力強い意志が、ひ

しひしと伝わってきました。最後に菅原

さんから京都東本願寺での集会へ、ノー

・ハプサの方から、東京での裁判傍聴・

院内集会への参加要請がありました。次

回もたくさんの原告支援者で法廷を埋め

ましょう （ ・ ）。 M A

＝ＪＯ＝雑 記
★服部事務局員の参議院選、残念ながら落選で

したが、支援協力有り難うございました。これか
らも様々に試行錯誤頑張っていきましょう。
★今年の「８ １５靖国へ」閣僚の参拝は でし/ 0
ね。さて、次期首相は・・・
★８月事務局４名、大型台風直撃の中、台湾の楊
原告を訪ねました。裁判の進行具合の報告と証人
尋問の可能性等についてお話ししてきました。と
ても元気そうでした。原告証人採用されると良い
ですね。
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総体的な靖国神社再訪の印象としては、中

学３年生のときの靖国神社遺児参拝より４８

年たちましたが（私の靖国神社遺児参拝が１

９５８年でした 、当時、靖国神社に対して）

「全く思い入れがなかった」ことを確認でき

てよかったと思いました。ひとつだけ記憶し

ていた「大村益次郎」の像が「あんなに小さ

かったのか」とびっくりしただけでした。遊

就館もただキッチュなだけで、なんの興味も

感じませんでした（また、後日、じっくりそ

の展示内容を吟味する必要はありますが 。）

ただ気味が悪かったのは、招魂式に霊璽簿を

乗せる「御羽車」でした 「うちの父親（の。

名前）もこれに乗せられたのか」と背筋が寒

くなりました。

最後に提訴したことによって何が新たに見

えたかについてふれますと 「父との距離が、

近くなったこと」です。遊就館で「御羽車」

を見たときに 背筋が寒くなった ことと そ「 」 「

れに乗せられた父がかわいそうになった」こ

とがその理由ですが、そのような思考にたど

次回の弁論かりつけたのは提訴の結果です。

ら原告になる訳ですが、こらからの長い裁判

のなかで、これまでは「父の不在」が僕のメ

インテーマであったのですが、これを「父の

存在（獲得 」へと転轉するものとして裁判）

を取り組んでいきたいと思います。

陳 述 書
松 岡 勲

第１ 父の戦死、そして母と私

１ 父松岡徳一（本籍：大阪府三島郡茨木町大字茨木１４９４番地）は、１９０９（明治４２）年１

２月１６日生まれで、２度、招集され、１９４５（昭和２０）年１月２２日に中国湖北省顎城県

梁子島で戦死した。３５歳だった（甲５号証 。）

「死亡告知書（公報 」は１９４６（昭和２１）年８月９日付けで出ており（甲５号証 「現認報） ）、

告書」が１９４５（昭和２０）年１月２３日付けで出ている（甲６号証 。）

父は農民であるとともに大工でもあった。そのため、軍隊では工兵隊に所属し、戦死時には最前

線におり 「 頂部左顎部穿透性貫通銃創（脳損傷 」で即死であった（甲６号証 。、 ） ）顱

死亡告知書（公報）はやはり「赤紙」であり、変色して読みにくくなっている。死亡告知書（公

報）には、次のように読み取れる。

（公報）死亡告知書

本籍 大阪府三島郡茨木町大字茨木一四九四

陸軍曹長 松岡 徳一

右ハ昭和二十年一月二十二日 中華民国湖北省顎城県梁子島西南三百米ニ於イテ戦死セラレ候條

此段通知候也

追而 市区町村長ニ対スル死亡報告ハ戸籍法第百十九條ニ依リ

官ニ於テ処理可致候

昭和廿壱年八月九日

大阪地方世話部長 小池昌次

妻 松岡春枝殿

また、現認報告書で戦死時の状況はこう書かれており、その惨状に心が痛む。

現認報告書

（前略）

所属部隊 第五野戦補充隊 工兵隊

昭和５年徴集 陸軍曹長 松岡徳一
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受傷年月日 昭和二十年一月二十二日

受傷場所 湖北省 城県梁子湖鄂

受傷名 頂部左顎部穿透性貫通銃創（脳損傷）顱

受傷状況 湖北省 城県梁子島ニ向ヒ敵前漕渡ヲ実施中鄂

敵ノ船ニ依リ逃亡セントスルヲ認メ之ヲ急迫シ梁子島

西南敵前三〇〇米付近ニ至リタル時「エンヂン」停止シタル

ヲ以テ松岡軍曹ハ敵弾雨飛ノ間敢然トシテ櫓ノ操作

ヲナシ船ヲ前進セシム 此ノ時対岸ニアリタル

「トーチカ」ヨリ熾烈ナル敵火ノ射撃ヲ受ケ一月二十二日九時

〇五分頃遂ニ壮烈ナル戦死ヲ遂グ

右現認ス

昭和二十年一月二十三日

現認者 第五野戦補充隊第四大隊第二中隊長

,陸軍中尉 斎藤松五郎

（後略）

２ この２種類の死亡通知を受け取ったときの母の気持ちはいかばかりであったかと思う。

母松岡春枝は、１９１６（大正５）年８月１７日に大阪府三島郡三箇牧村大字唐崎（現、高槻市唐

崎）生まれ、父とは１９４２（昭和１７）年に結婚した。父が戦死した時には、母は２８歳だった。

母は悪性リンパ腫等との闘病の末、２００７年３月２４日に病死した。９０歳だった。

私は、１９４４（昭和１９）年３月１７日に大阪府三島郡茨木町大字茨木（現、茨木市片桐町）に

生まれた。私の名前である＜勲＞は父の命名であり、戦争の時代を映し出している。兄は生後すぐに

病死した。従って、父松岡徳一の遺族は私のみである（甲２号証 。）

私は母から、私が生まれた日の未明に父は「天保山の桟橋（大阪港）から出航した」と何度も何度

も聞かされて、成長した。誕生から６３年間、私は「まだ見ぬ父」の姿を折にふれ、想像することに

なる。想像するしか術がなかった。母は父の戦死後、再婚をせずに大変な苦労し、一人っ子の私を育

ててくれた。

第２ 二葉の写真

私の写真アルバムの最初に二葉の写真がはられている。いずれも母に抱かれた私が写っている写真

で、一葉目は生後８０日目の写真、二葉目は生後７ヶ月目の写真である。当時はもう物資が不足して

いたのだが、母の実家が農家であったことが幸いし、たくさんのお米を持って写真屋さんを訪ね歩い

て、ようやく撮れた写真だという。

これは幼い頃から母によく聞かされたことだが、１枚目の写真は戦地の父に送って、父に届き、喜

びの気持を伝えてきた葉書が残っている（１９４４年９月頃。甲４号証 。しかし、２枚目の写真の）

頃には、父はもう戦死していて（写真の撮影日を考えると、戦地が混乱していたので、届かなかった

のかもしれない 、父には写真を見てもらえず、その写真は戻ってきて、私のアルバムにはられたと）

いう。

父から母宛の軍事葉書には次のように書かれている。

前略 八月二十八日付お手紙入手致しました。同封の写真も受け取りました。子供が大変大きく成っ

て良く肥えてとても可愛いらしいです。之で小生もやっと安心致しました。朝夕見て楽しんで居りま

す。今日此頃ではもっと大きく成って居ることでさう。之もひとえに唐崎の皆々様の御蔭と有難く思

って居ます。昨日僅少ですが（十八日）御金を送りました。着きましたら子供に何か買ってやって下

さい。之から寒く成りますから風邪を引かさぬ様病気をさせぬ様呉々も気を付けて養育を頼みます。

。 。 。唐崎の皆々様に良敷お伝え下さい お礼を申します 小生はお陰様で無事元気ですから御安心下さい

お前も身体に気を付けてやって下さい。では、又出すよ。佐様奈良。
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第３ 戦死した父の夢を見る母

１ もの心ついて以来、私の心のなかには「父の不在」が棲みついた。

私が幼い頃、母は父の夢をよく見た。ラジオ放送で「尋ね人」の放送があった頃で、ニュースが「戦

死したはずの人が興安丸で舞鶴港に着いた」などと放送すると、翌朝、かならず父が帰って来た夢を

見るのだ 「お父さんが帰って来た夢を見た・・」と。うちの家は母屋の右手に木戸があって、その。

木戸から路地になっていて、奥が洗濯場で、そこで母は毎日洗濯をしていた。夢の中で国民服姿の父

が、木戸を開けて 「ただいま帰ってきました」とあらわれるのである。しかし、それはかなわない、

夢であった。

私が子どもの頃から、戦後になってはられたのであろう 「遺族の家」と印刷されたプレートが玄関、

の上にはられていた。それには「遺族の家 財団法人大阪府遺族会 （それには遺族会のマークが入」

っている）と書かれてあり、成人してからもはずさないままであった。

私は、母から「お父さんは靖国神社に祀られている」と言い聞かされてきた。このプレートをはず

したのは、今年（２００７年）６月１２日に靖国神社への合祀取り消しの手紙を出しに行く前であっ

た。

２ こんなこともあった。私の子どもの頃は家が貧しいので、大阪まで出かけることはめったになかっ

たが、年に１度ぐらいは大阪や十三の繁華街に連れて行ってもらえることがあった。その街角で（茨

木ではめったに見ることができなかった）米軍兵士を見かけ、すれ違いざま振り返って、母に手を引

かれた僕が 「お母ちゃん、あの兵隊さんがお父さんを殺したのか？」と聞いたことがあると後年母、

から聞かされた。

これはもう３０歳代後半になった頃の話だが、教員としての修学旅行の取り組みで広島に訪れ、被

爆者の方々と出会った頃のことである。お盆前だった。家に飾ってある「父の写真」をもっと真ん中

に移したいと母に言われ、普段なら邪魔くさくなるところだが、被爆者との出会いを経過していたの

で 「死者」との距離が近くなっていたのだろう 「うん、いいよ」とすぐに引き受けた。私が写真の、 、

額を拭いていたとき、母がこんなことを話し出した 「終戦の１年後やったかな、地域の合同慰霊祭。

があって、午前中、親戚が集まり 『お父さんが帰って来る』と聞かされたお前は走りまわって、は、

しゃいでいた。けれども午後にお寺に行き、白木の箱がならんでいるだけと知って、お前は『お父さ

ん、どこにもいいひん・・』とかなしそうやった」と。私にはその記憶がないのだが、その時の私と

母の姿を思い描き、幼い私を見ていた母の視線を感じとり、母をいとおしく思った。

３ 中学生になっても 「お父さんはなぜ死んだの？」と先生や友だちから聞かれると、涙ぐむような子、

どもであった。私が小学校に入学したのは１９５１（昭和２６）年で、その前年には朝鮮戦争が勃発

している。また、１９５４（昭和２９）年には自衛隊が発足しているし、この年には第５福竜丸がビ

キニ環礁でアメリカの水爆実験で被爆していた。この頃、学校から集団鑑賞で見に行った映画「原爆

の子」に感情移入した私が、学校に帰ってからも泣きやまないので「大変こまった」と担任の先生か

ら同窓会で聞かされたことがあった。その頃、放射能雨の恐怖を強く感じ、雨が振り出すと、慌てて

走って帰った記憶がある。子ども心に戦争と軍隊に対する不安を持つようになっていたと思う。

中学３年生の現代社会の学習で、憲法第９条で戦争放棄、武力不保持、交戦権の放棄が決められて

、「 」、 、「 、 、いるのに なぜ自衛隊があるのか？ また 国民主権であるはずなのに 象徴天皇制であっても

なぜ天皇がいるのか？」と疑問を持つ子どもであった。

このようにして、私は戦争＝軍隊ぎらいになった。父を殺した軍隊についての認識も米軍から日本

軍に変わっていた。また、中学３年生頃に天皇の行幸があり、中学生全員が動員されて国道１７１号

線に列ばされたことがあった。その時、私は「 父を殺した）天皇はどんな人か見てやろう」という（

意識で通過する天皇の車を凝視したが、ちらっとしか見えなかったので、がっかりした記憶がある。

また、これはもう高校１年生になった時だが、皇太子成婚のテレビ中継で、皇太子夫妻が乗る馬車に

投石した少年が写し出された。それを見た私は内心で共感している自分に気がついた。

、 。４ 記憶を掘り起こしてみると 私は中学３年生の時に遺児代表として靖国神社参拝をしたことがある
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それは１９５８（昭和３３）年７月のことで、私の中学校からは２名が参加したが、靖国神社鳥居前

と皇居前の二重橋で撮った記念写真が残っている。写真には、第８班とあり、４４人の中学３年生が

写っている。天王寺公園での結団式は大変な人数だったことを覚えている。関西本線経由の夜行列車

で東京まで行ったが、靖国神社に昇殿した記憶はない。また 「お父さんに会えた」といった感動は、

不思議となかったように思う。靖国神社は父の存在を感じさせてくれるものではなかった。その直前

、 、の４月の修学旅行で東京にはじめて行っているので 当時は東京にめったに行けなかった時代であり

「２度の修学旅行」という感情の方が強かったのかもしれない。

このように父を殺したのは「天皇と日本軍」であるという社会認識を持つようになったが、中学校

卒業まではまだ「戦死した父を持つかわいそうな子ども」という被害者の認識だったと当時を思い返

す。

第４ 「お父さんは、中国で人を殺しているはず？」

１ 高校に入学して間もない頃のことだった。ある日、高校の屋上から茨木市街の町並みを眺めている

と、不意に「この屋根の下には、生きていると父と同じ歳頃の人たちがいるはず」という想念が浮か

んだ。息せき切って帰宅するとその思いのうちを真っ直ぐに母にぶつけた。

「お母ちゃん！うちのお父ちゃん、戦争に行ってるんやから、向こうで人、殺しているはずや」

母は裁縫していた手を止めて、僕の言葉を撥ね返した。母の顔は真っ青だった。

「うちのお父ちゃんは、虫も殺さんええ人やったから、絶対そんなことあらへん！」

この言葉に僕は返すことができなかった。

当時、僕はこの言葉をそのまま母が受け止めてくれると思っていたのだろう。しかし、高校生にな

った息子から突然発せられたこの問いに、母は内心は大変な動揺を感じたであろうが、肯定すること

もできなかったのだろうと今は思う。

高校３年生のときの「日記」にも次のような記述が見られるので、この疑問はその後も私のなかで

大きくなっていったものと思われる。

私の父は戦死した。こんどの戦争で多くの人が死んだであろう。死ぬ人があるなら、殺す人

もあるはずである。今の世の中は、ある程度平和で、その中には戦場に行って人を殺して来

た人もあるはず。

そして、その人達の心の中に、どんな戦争の結果による心理（苦痛）が動いているのか、知

りたい。

（高校３年生時の「日記」より）

私が高校に入学したのは、１９５９（昭和３４）年であるが、その翌年が安保条約改訂反対運動で

騒然とした社会状況だった。私はそのような社会の動きに強い関心があったが、直接政治運動に参加

する生徒ではなかった。デモに参加する友だちを端で見つつ、当時、柳田国男に非常に興味を持ち、

祖先信仰や年中行事などを調べるクラブ活動（ 郷土研究部 ）に熱中していた。「 」

、 、 。だが ゆっくりとした歩みだったが 父が殺す側にいたという認識を持つようになったのだと思う

しかし、母から拒否された「父と戦争」についての私の問いかけをその後母に向けることはしなかっ

た。８月１５日に毎年行われる全国戦没者追悼式のテレビ中継をじっと見つめる母の背中を後ろから

見ているのはつらかった。

２ 大学に入ってしばらくしてのことだが、父が戦死して、お母さんが行商をし、苦労して育ててくれ

たという三重県出身の同級生と出会い、親しくなった。彼との話題は境遇が同じだったためか 「父、

と戦争」の話によくなった。そんななかで、彼は「僕らの父が戦死したことが礎となって、今の平和

と民主主義の世のなかがあるんだ」と言った。しかし、僕はちがうと反論した 「僕らの父は戦地で。

、 」 。 。 、人を殺しているから 犬死にと思う と 意見は平行線のまま一致しなかった 彼は２回生になると

大学に姿を見せなくなり、その後、会わないままである。どうしているのだろうかと彼を思いおこす

ことが時にある。

（ ） 、 、 、私が大学に入ったのは１９６２ 昭和３７ 年であるが この頃 大学管理法案が国会に上程され
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クラス全体が大学管理法案反対運動で盛り上がり、私はこの反対運動に参加していった。また、原水

爆禁止運動が「あらゆる国の核実験反対」で分裂した頃であり、同年には「キューバ危機」があり、

核戦争の危機が身近に感じられた。翌年の１９６３年には部分核実験停止条約が締結された時代であ

る。私は元々、戦争と平和の問題に関心があったので、この時代の雰囲気のなかで、学生の平和運動

に参加して行った。

また 中学生頃から本好きだった私は 読書を通じて社会認識を広げていった 高校時代からの 父、 、 。 「

」 、 『 』、と戦争 についての思考は 大学１回生のこの頃には きけわだつみのこえ／日本戦没学生の手記

『三光／日本人の中国における戦争犯罪の告白 、エドガー・スノーの『中国の赤い星』等を読んで』

いるので、父を戦争の加害者として見る視点をはっきりと持っようになったと思われる。

３ そのように、私のなかでは 「父と戦争」との関係をどうとらえるかが、問いとしてずっとあり続け、

てきた。また、もうひとつは、侵略軍の一員としてアジアや中国の民衆に対した（＝殺す側にいた）

父が、なぜ靖国神社で「神」として祀られているのか、靖国神社と天皇制との関係とは何かという疑

問であり、父の「合祀」に同意できないという気持であった。

しかし、この気持を母に話すことはできなかった。たった４年あまりの結婚生活しか過ごせず、そ

の後、６０年以上を独身で過ごした母。むざむざころされた夫、あるいはひょっとしたら、誰かをこ

ろしたのかもしれない夫、想像を超える無惨な死に方をしたのであろう夫、他の家族のように、子ど

もの成長を見守ることのできなかった夫、この怒り、悲しみ、やりきれなさをいったいどこにぶつけ

ればいいのかと自問自答したに違いない。湖北省とはどんなところなのか、１月の寒さはどんなだっ

たのか 「櫓ノ操作ヲ」する「船」とはどんなものだったのか 「熾烈ナル敵火ノ射撃」とはどのよう、 、

なものなのか、まるで想像もつかないことを、何度も何度も思い描き、その恐ろしさ、苦しさに思い

を馳せたであろう。そんな夫を不憫に思い、また、父の顔すら見ないままであった私を不憫に思い、

そして、私に父の面影を探し、私に父を忘れないで欲しいと願ったに違いない。

他方で、国が、靖国神社が、夫を「英霊」だとほめたたえ、毎年、慰霊祭が国家的行事として行わ

れる。今の平和は、夫の無惨な死のおかげである、その死に感謝を捧げるのだと告げられる。そのた

びに母は、吐き出したい思いをおさえこまれたのに違いない。だからこそ、私の、父は誰かをころし

たのではないか、との問いに、ひたすら否定することしかできなかったのであろう。

加害者の視点を持ちたいと願う息子と、国が、国家的大神社である靖国神社が、夫は「英霊」だと

ささやくのにしがみつこうとしたのかもしれない母との間には、どうしても超えられない壁があった

のである。

靖国神社の合祀通知第５

１ 母は老齢に入っても元気に過ごしてきて、病気がちの私の妻に変わり孫の養育でも大変世話をかけ

たが、８０歳代後半に入ると足腰が弱くなり、心臓の調子も少しずつ悪くなった。２００４年暮れ頃

悪性リンパ腫との判明は翌年で、死去するには（８７歳の時 、右顎の下が腫れだし、発病を知る。）

まで入退院を繰り返し、ＮＴＴ西日本大阪病院で治療を受けた。悪性リンパ腫の治療完了後、乳癌手

術で入院するという二重の病苦であった。その後、病状が悪化し、再入院したが、もう抗癌剤を使う

ことができないほどに身体が弱っていた。

２００７年３月２４日に治療の甲斐なく、心不全と悪性リンパ腫が病因で死去した。母の闘病記期

間は２年数ヶ月だった。母の最後は、悪性リンパ腫が高齢もあってあまり進行せず、苦しまずに亡く

なったのが救いだった。やはり長年の無理が、一気に病気として出てきたと思う。ただ、最後の１年

間は、私が定年退職後勤めていた嘱託を１年早く辞め、母の介護に当たれたことはよかったと思う。

この間、２００６年８月に、母方の親戚に集まっていただき、満９０歳の卒寿の祝いをでき、母が大

変な喜びようだったことがうれしかった。

２ 子どもの頃から、父の死亡告知書（公報 ・現認報告書や戦地の父からの葉書等を母から何度も見せ）

られてきたのに、父の靖国神社への合祀通知はこれまで見たことはなかった。なぜなんだろうかと思

う。母にも、わだかまりがあったのかもしれない。
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母が亡くなり、葬儀等がすみ、一段落した今年（２００７年）６月６日に母が父の戦死関係の書類

が入っていると言い残した押入を片付け、靖国神社の合祀通知があるかどうか探し、見つけることが

できた。こんな紙１枚が父を「神」にしたのかと思い、ほんとうに腹立たしかった。靖国神社の合祀

通知（甲７号証）は以下の通りで、通知の日付は１９５７（昭和３２）年１０月だった。私の遺児代

表としての靖国神社参拝がこの翌年になる。

陸軍曹長松岡徳一命

右昭和二十年十一月十九日招魂 本殿

相殿に奉還 昭和三十二年十月十七日

本殿正床ニ鎮斉相成合祀ノ儀相済候條

此段及御通知候也

昭和三十二年十月

靖国神社宮司 筑波藤麿

遺族御中

別の棚の遺品の中から 「靖国神社 合祀記念 神盃」が出てきた 「神盃」とあるのには驚いた。、 。

同じ所に「大阪知事盃」もあった。大阪府も記念の盃を出していたのだ。多分同時期のものと思われ

る。

また、合祀通知を見つけるより少し前に、母の遺品の写真を整理していると、母が遺族会で行った

靖国神社参拝の写真が出てきた。写真の裏のメモによると、母の靖国神社参拝は、１９６０（昭和３

５）年４月１６日、１９７３（昭和４８）年１２月２日、１９７７（昭和５２）年６月の３回であっ

た。

、 、「 （ ）」母がどんな感情で靖国参拝をしたかは 今となっては残念ながら分からないが 父と戦争 靖国

に関わる私と母との対話を不可能にした原因は、靖国神社の「合祀」にあると強く思った。

第６ 靖国神社の不誠実な応答

１ 靖国神社に父が合祀されていることについて、私が本格的に取り組みたいと思いだしたのは、２０

０５年９月に小泉前首相の靖国神社参拝に対しての大阪高裁判決が出され、その判決内容についての

講演を聞いた２００５年暮れの頃であった。そこで 「母も高齢だし、もうあまり時間が残っていな、

い」と考え、母と「父と戦争（靖国 」についての対話を再開しようと決心し、出来うるならば合祀）

にかかわる訴訟にも参加したいとも思った。

それまでは、卒業式・入学式で「君が代」導入された際、子どもの「思想・良心の自由」の保障の

、 、問題には熱心に取り組むことはあっても 靖国問題はどうしても越えられない壁が母と私の間にあり

避けてきたように思う。

病の進行の方が早く、話す機しかし、こう決心したものの、その後、母の悪性リンパ腫が再発し、

そして、母会を逸し、誠に残念である。母の死によって、永遠に母との対話は閉ざされてしまった。

の死後 「合祀通知」を見つけて、靖国神社との「合祀取り消し」を求めたやりとりを始めたのだっ、

た。

２ 靖国神社に対して、２００７年６月１２日付で質問と合祀取り消し要求文書を送り（甲８号証 、６）

月１９日付の靖国神社の回答（ ）が６月２２日に配達された（甲９の御祭神調査の件（回答）を含む

１，２号証 。）

その回答に対して、６月２４日付で再質問及び合祀取り消しの再要求文書送り、回答を求めた（甲

１０号証 。しかし、回答期限の６月３０日までに回答が来ないので、７月５日付で再回答の催促葉）

書で送ったところ（甲１１号証 、７月６日付の靖国神社の再回答が７月９日に配達された（甲１２）

号証 。その再回答に対して７月１１日付で合祀取り消しを強く求めた要求文書を送った（甲１３号）

証 。）

なお、私が靖国神社に送った文書はすべて配達証明便である。

合祀取り消しについての靖国神社の回答は、政教分離の原則に反し、戦死者の遺族の敬慕・追悼の
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自由を侵す、憲法違反の内容であった。また、質問への回答はそれぞれの質問に具体的に答えない不

誠実きわまりないものであった。

また、再回答では 「靖国神社の根幹にかかわる合祀・祭祀に批判的な意見表明」には 「議論する、 、

ことをを差し控えさせて戴きたい」とあり、また 「今後も同様の御質問には回答をしかねます」と、

あった。私が生まれて以来６３年間の父の不在、私が半世紀をかけて悩みぬいてきた「靖国神社の合

祀 、そして母の無念の思いを抱きつつ、やっとのことで合祀拒否という結論にたどりついたのに、」

たった２度の回答で（その回答も質問にまともに答えたものではない 、靖国神社が文書による応接）

靖国神社は遺族の感情や意志を受け止めようとしていないと思っを断ったことに大変怒りを感じた。

た。

３ 以下、靖国神社の再回答に対する批判点を７月１１日付の合祀取り消しを強く求めた私の要求文書

から整理する。

（１） 「通知日時はいつか 『引揚援護局あるいは当該各県』とあるのは、父・松岡徳一についての個。

人情報を神社に通知したのは具体的にどの機関か」との私の質問に対して回答がないのは不誠実

である。

（２） 「貴靖国神社が『祀る』という意味は何なか。慰霊なのか。追悼なのか。英霊顕彰なのか。そ

の「祀る」の意味はなにか」の質問に答えたと思しき箇所は「只管慰霊鎮魂に専念致しておりま

す」のみで、全く答えがない。

（３） 「一宗教団体が、父に関する個人情報を国から得て、宗教行為の合祀をするのは、憲法の観点

から違憲行為とは思われませんか。違憲でないとされるならば、その理由をお答えください」と

の質問には 「御遺族が行う宗教行為に干渉することは一切ございません」と質問をはぐらかす答、

えのみで、靖国神社の行為は政教分離の観点から憲法違反でる。

（４） 「 御創建の主旨』とは何かを具体的に教えてください。また『合祀に際しては全て明治以来の『

伝統を受け継ぎ執り行っており』とありますが 『明治以来の伝統』の内容を具体的に教えてくだ、

さい 『御創建の主旨』と『明治以来の伝統』の違いをご説明ください」との質問にも、なんら回。

答がない。

（５）及び（６） 「遺族の承諾を得ないで祀るのが『伝統』だとされていますが、靖国神社に合祀さ

れている死者たちについては、一人も遺族や関係者の同意を取っていないのでしょうか 「無断」、

合祀は、死者と遺族の信教の自由、思想・良心の自由を侵し、尊厳性を傷つける行為と思われま

せんか。信教の自由（祀る自由）は、国の関与や干渉から解放されてはじめて成り立つものです

から、伝統を理由に『遺族に無断で合祀』というのは、一宗教団体の行為として、また、モラル

としても憲法上許されないのではないでしょうか。戦前戦中であっても遺族の了解もなく合祀す

るのは、人の尊厳を踏みにじっていると思いますが、いかがお考えでしょうか」については 「靖、

国神社には宗教活動の自由が保障されておりますので、貴殿の御見解に与することはできかねま

」 。 、す との回答であった これは遺族の戦死者に対する敬慕・追悼の自由を考慮しない考えであり

私の信教の自由への侵害である。

（７） 最後の質問「合祀基準についてでは、遺族援護法及び恩給法の適用者を挙げられていますが、

遺族援護法は戦後制定された法で、恩給法も戦後、一端廃止されて、新しくなっています。する

と、私の父が合祀された基準は戦後の法によっているわけですから 『創建の主旨』や『明治以来、

』 」 、 、の伝統 とは違う理由で合祀されたことになるのでしょうか についても まったく答えていず

大変不誠実な回答である。

４ 以上のように私は、靖国神社に対して 「私が父松岡徳一の合祀取り消し を求め、 （霊璽簿記載抹消）

るのは、戦死者の遺族には、どう追悼するか、また、どのように祀るのか祀らないのかについての自

由があり、戦死者をどう追悼・慰霊するのか、あるいはしないのかについては遺族に決定する自由が

あると考えるからです。また、遺族は自らの方法で戦死者を敬愛し、追慕しているのですから、信教

父・松岡徳の自由から言っても貴靖国神社に干渉されるべきではないと考えます」と考えを述べ 「、

一の合祀取り消しを強く求めます。貴靖国神社は文書による応答を拒否されていますが、文書による
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方法もふくめ他の方法等も考え、引き続き合祀取り消しを強く求めていきたいと存じます」と私の意

志を伝えた。

第７ 原告としての合祀取り消しへの思い

１ 私は「靖国合祀イヤです訴訟」の原告に新たに加わることにした。

、 、これまで述べてきたように 合祀取り消し 靖国神社の私への応答は（ ）霊璽簿等記載抹消 に関する

戦死者と遺族の実情と心情をまったく忖度しないものであり、また、遺族の了解を得ず、ただ一方的

に父を「神」として祀る（合祀する）ものであるのでため、父の靖国神社への合祀を認めることはで

きない。

原告としての合祀取り消しへの思いは、戦死者の遺族には、追悼の自由、追悼に関する自己決定権

があり、合祀取り消し 父を靖国神社から取り戻し、遺族である私によって父を敬慕・追悼によって、

したいことにある。

靖国神社が父を合祀したことにより私を苦しめ、また、靖国神社は「父の合祀に関わっての親子の

靖国神社に父の合祀を今すぐ取り消すよ亀裂」を生み出したことにより、母にも酷く苦痛を与えた。

う強く求める。

また、憲法に違反して父に関する個人情報を靖国神社に提供し、靖国神社に合祀させることで、国

はその遺族である私及び母を酷く苦しめた。それは 「父と戦争（靖国 」についての私と母との対話、 ）

を母が死ぬまで不可能にし、私と母との間に深い溝を作ったことである。その結果、国は私に著しい

苦痛を与えたので、国に対して、損害賠償を求める。

もし、靖国神社が父を合祀をせず、靖国神社の合祀に国の関与がなかったならば、遺族としての私

と母はもっと自然な形で父を敬慕、追悼できたと思う。

自衛隊の海外派兵が恒常化し、日増しに戦争国家への道をひた走る日本の現状で、国家が関与した２

靖国神社の合祀は、次なる戦死者を生み出す装置であり、父と同様の新たな戦死者を生み続けること

になる。靖国神社に父の合祀を取り消させることで、父の時代と同様な戦争の到来を回避する一助と

なればと願っている。

さらに、アジア諸国を侵略した日本軍の一員として父が加害者であった（＝殺す側にいた）ことを

とらえ返し、アジア諸国の人びと（＝戦争被害者）の側の視点に立って、原告のみなさんとともに、

合祀取り消しを裁判所に訴えていきたいと思います。

２００７年 ８月 ６日

「靖国合祀イヤです訴訟」の提訴から一年

菅原龍憲

「司法は宗教の教義に介入できない」という、法

定上の、いわゆる｢想定の範囲内｣での訴訟で、あ

の「靖国」に、はたして真っ向肉迫できるだろう

か。問題の根源はじつに「靖国の教義」なのだ。

戦死者を合祀することによって、戦前戦後なお貫

。いて日本の精神状況を支配し続ける靖国の宗教性

ここんところをぬきにして、訴訟が現象的に、よ

し勝利であれ敗北であれ、もともと〝敗北〟して

しまっているといわねばならない。いかに訴訟の

場に乗せるためとはいえ靖国の本質的な批判根拠

を見失っては元も子もない。う～む、私たちの前

に立ちはだかるこの厚い壁をさし貫いて、なお靖

国の核心に迫りうるものはないのか・・・私にと

って、この一年はたえずそんな思いに逡巡した年

であったように思う。

さて、第四回の口頭弁論（ ・ ・ ）で、これ07 6 5
まで口を塞ぎ続けてきた被告靖国神社の代理人が

めずらしく準備書面を読み上げた。合祀の問題は

すでに「自衛官合祀訴訟」のあの大法廷判決によ

って決着済みではないかと 代理人はいかにも し、 「

たり顔」で陳述した。

靖国神社の準備書面における「遺族の意向とは

別に、合祀基準に該当する戦没者を合祀してきた

のであって、それが設立の趣旨であり、かつ宗教
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上の教義としても確立している」という傲岸な主

張には、じつは「自衛官合祀訴訟」の最高裁判決

が後ろ盾になっている。

その判旨は「合祀は神社（護国神社）の自主的

判断に基づいて決められる事柄であり、何人かが

神社に対し合祀を求めることは、合祀のための必

」 。要な前提をなすものではない というものである

つまり合祀は遺族とは無関係に神社が勝手に、一

方的に決めうる事柄だというのだ。

ところがお墨付きとされるこの最高裁判決はじ

つに「法思想史上、非常に重大な問題 （法学者・」

石尾芳久）といわれるシロモノなのである 「宗教。

的信仰というのは、本人の信仰であるか、遺族の

信仰であるかが原則であり、それを無視して神社

が自主的な判断で合祀をするという行為は、本人

または遺族の信仰に対する重大な侵害 であり 一」 、「

方的なこのような祭神決定行為は、まさしく強制

力に依拠し、権力を手段としての国家神道に基づ

くもの （石原芳久）のほかのなにものでもないの」

である。

さらに、この判決は、日本宗教の雑多性に言及

し、あろうことかその雑多性こそが寛容の精神に

根ざしたものだと言う。もろもろの雑多な宗教の

存在が許容されている状態が「信教の自由」を意

味するものでないことはいうまでもない。この国

における宗教の雑多性のその実体は、権力を支え

る宗教と等質のそれが形態を異にして存在してい

るに過ぎないのである。

、 「 」私たちの訴訟は やはりこの 自衛官合祀訴訟

の最高裁判決の〝意味〟を改めて苦渋と屈辱の思

いで考えるとともに、その判決の不条理をどう切

り崩していくかということを、重要な課題として

担い直すべきだと思っている。

そもそも人権の本質をなす理念は個人の自由と

平等である。憲法において、宗教活動の自由が保

障されているというのは、宗教そのものが個人の

内面の尊厳を根底から支えるものとして位置づけ

られているからであろう 「祀られたくない」とい。

う遺族の意思を一切無視して 被告靖国神社の 合、 「（

祀は）宗教上の教義としても確立している」とい

う主張は、すでに論理として破綻してしまってい

る。

「信教の自由」というのは、もとより国家からの

、 、個人の自由を意味するものであるが その実質は

国家権力を下から支える信仰（祭祀）共同体から

の個人の解放である。

国家は、たえず国民支配の基盤としての宗教と

それに規定される共同体との温存を政治的にはか

り、それを再生産してきた。

祭祀共同体のありようを不問にしたままで、新

たな精神的状況が切り拓かれるはずもない。この

ような精神の不毛性が、戦死者たちを「敬意と感

謝」のうちに「尊崇」の対象として高く祭り上げ

る靖国の論理に連続させてしまったのである。あ

れほどまでに巨大な犠牲を内外に強いてなお、日

本人の精神風土は微塵もゆるぎはしなかったかの

ようである。

なぜ無傷のまま連続するのか。これこそが靖国

問題の本質であろう。国民のなかにヌエのごとく

延命している靖国の呪縛構造にいかに食い込んで

いけるのか、そして権力の内面への介入を排除せ

ずにはおかないという精神を自らにいかに確立す

るか、この訴訟において、たえず私自身に突きつ

けられた課題である。 （ ・ ・ ）2007 9 1

―おたより―
《 月》◆「イヤです通信第５号」ありがとう。6
今回〒振替用紙が入ってなかったんは、選挙資
金カンパの方に遠慮しはったんかしら？少額で
すけどむそれぞれにカンパ送金します

（住吉Ｍ Ｔ）.
◆父の兄弟４人皆出征し、２人は戦死致しまし
た。非業の最期、再び誰もが味わうことがない
よう訴訟団の活動応援します(横浜ＨＫ).
◆提訴なさった原告の皆様に敬意を表します。
反省のないこの日本という国、そして一体化し
ている靖国神社や国民の一部、うんざりする日
々ですが、古川さんお元気で、この前はお目に
かかって嬉しかった(福岡ＭＳ).
《 月》◆徐さん、先日は元気の出る、またいろ7
いろ考えさせられるお話を有り難うございまし
た(大阪ＫＴ).
◆無職の身カンパさせて頂いて入会致します

(高槻え Ｋ).
《 月》◆貴訴訟団に参加致したくとりあえず送8
金させて頂きます。(明石ＩＳ).
◆カンパ遅れてすみません。反省を忘れた日本
を問うためにも頑張りましょう(大阪Ｎｕ).
《 月》◆これからも頑張って活動していって下9
さい応援しています(京都ＯＴ).
◆酷暑の中皆様のご尽力、東西両本願寺の僧侶
の方々の平和活動に心から拍手を送ります

(西宮Ｉ Ｋ).
。◆長い闘いを続けてこられることに感動します

国の横暴は許されません。市民の平和への努力
はきっと実を結ぶことを信じます。古川さんお
元気で頑張ってください(伊丹ＴＭ).
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次回第 回弁論6
月 日（火）午前１１時開廷10 16

午前１０時までに大阪地裁正面玄関前に集合

内容：追加提訴した原告本人による弁論

山口自衛官合祀拒否最高裁判決批判

弁論かみ砕き・学習集会
月 日 午後１時～10 16 裁判後
中之島中央公会堂地下大会議室
★会場カンパ ￥５００，

ミニ講演：合祀拒否裁判山場を迎えて＝今まで
とこれからの展開
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―おたより―
★たくさんのカンパ、力強く暖かいメッ

セージをありがとうございます。

《５月》◆「ころさない・ころされない・ころ

させない」に共感いたします（豊中 ）O.K
◆応援しています（大分 )H.L
◆訴訟団の皆様の奮闘に敬意を表します。微力

ですが、支援いたします（大阪 ）N.T
◆カンパ送ります。阿倍晋三首相というぼっち

ゃまはズルい奴やね 「靖国神社春期例大祭に。

供え物をしたか、しなかったかは申し上げませ

ん」ってナメとんかい！「内閣総理大臣」の木

札をつけて「サカキの鉢植え」をならべとった

。 。やんか その歴史認識ー戦争政策は明らかです

対外的欺瞞策の一方で日本国民には、右翼的強

硬路線を進める方が参議院選議席減の歩留まり

がええと思うとるようで強引な国会運営の指示

はムチャクチャ。このトンチンカン（卑劣漢）

に「自ら墓穴を掘り急いだ」と思わせてやりま

しょう（大阪 ）M.T
《６月》◆市民社会を形成するための根幹に関

わる問題が、信教の自由と政権分離です。心か

ら支援します（下関 ）S.K
◆事務局の皆さんにはいつもお世話掛けていま

。 、す 前回は都合が悪く参加できませんでしたが

次回は参加できると思っています（奈良 ）C.M
◆一口だけで申し訳ありません（岐阜 ）K.C
◆リーフレットのメッセージに心から賛同いた

します。イヤです訴訟の原告に立たれたこと感

（原告古川さんに託され動しています（東京 I.I）
たメッセージです）


